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８月４日（水）に第４中学校の１年生の生徒１０名が体験学習の為アルカディアに来て
くれました。時間は午後１時から４時までの３時間でおこないました。みなさん元気がよ
く体も大きい生徒さんが多かったです。
施設内の説明をした後、１階から４階に各２～３名に分かれて行いました。１階ではカ

レンダー作り、２階ではそば打ちの実演、３階では頭の体操で計算をし、４階ではボール
ゲームを行い生徒さんにも一緒に参加してもらいました。
それぞれ利用者様とお話をしたり一緒に作業をしたりしま
した。お茶の時間にはご自分の召し上がる分のおやつを生
徒さんにあげたいと申し出ていただいた利用者様もいらっ
しゃったりと和やかな時間を過ごしていただいたと思いま
す。
あっという間に時間になり利用者様に挨拶をして一旦は

別れましたが、生徒さんから「歌を唄いたい」と希望があ
り、１階から順に歌を２曲披露してくれました。各階の利
用者様からたくさんの拍手をもらって、生徒さんも利用者
様も互いに喜んでいました。中には、泣いている利用者様
もいらっしゃいました。
今回、初めておこなった体験学習ですが、中学生にもなると、しっかり挨拶や言葉使い

には関心させられました。また、生徒さんにはいろいろな職業を体験する中で将来への夢
を持ち、やりたいことを見つけるきっかけになることを期待しています。

介護士 伊勢崎 順一

アルカディアでは、第３回『看護の日』を迎えることができま

した。この『看護の日』を通して、ご利用者様、ご家族様、地域

の方々に、健康について考え日頃の施設の活動を知る機会にして

いただきたく、毎年イベントを企画しております。５月１２日に

行われたアルカディアの『看護の日』を紹介します。

今年の特別企画は、日本フットケア協会資格認定講師の藤井亜依瀬先生をお招きして

「爪のお手入れ＆足のマッサージ」を行いました。爪切り、やすりかけ、角質そうじ、マッ

サージ等を皆様に体験していただきました。初めて体験されるの方がほとんどで、体験後

は「足が軽く、温かくなった」「爪に艶がでた」等と喜ばれました。職員には、基本をわ

かりやすく指導していただき、今後のケアに役立てたいと思いました。

恒例の「まちの保健室」では、４７名の方に参加していただきました。血圧・血糖・体

脂肪・身長体重測定、健康相談、その他にAED（自動体外式除細動器）の取り扱い、栄養・

排泄相談、体力測定、セラバンド体操を実施しました。「気軽に健康チェックをしてもら

えてよかった」「親切に相談にのってもらえて心が晴れた」等の感想をいただきました。

今後もこの様なイベントや講演会を通して、地域の皆様との交流を大切にしていきたい

と考えています。ご希望がありましたらご意見をいただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 看護部長 横瀬 幸代



３

5、6、7月と、2～4階各フロアにて、
そば打ちのイベントを行いました。
ソバにこだわりを持つ職人気質の調理
師をよんでのデモンストレーションで
す（＾◇＾）今回も食堂にて行い、た
くさんの方に集まっていただきました。
そば粉を捏ねるところから、出
来上がりまでの工程です。説明
しながらの作業を、みなさん熱

心にご覧になっていました。生地を捏ねていき、丸いソバ玉
ができた時、丸く平たく生地が伸びた時、大きなソバ包丁で
同じ細さに切れた時･･･皆さん「おぉ～」と喜んでください
ました。茹で上がったものを少しずつですが召し上がってい
ただきました。「こんなおいしいお蕎麦は初めて食べたよ」
とおっしゃる方、また、始める前蕎麦は苦手とおっしゃって
いた方に「おかわりしたい」といっていただいたり。利用者
様の普段なかなか見ることの出来ない表情が見れ、私たちにとっても、嬉しい屋台イベン
トでした。これからも定期的にイベントを行う予定です。皆さんに楽しんでいただけるよ
うに頑張ります。

栄養課 色川 由美恵






